
                                            新約聖書における霊性  

 1 

 

 

新約聖書における霊性 

 

内田和彦 
 

 

キリスト者は「霊的」という言葉を頻繁に使ってきた。この形容詞は、「恵

み、祝福、力、賜物、成長、後退、交わり、分かち合い、戦い、勝利、敗北、

配慮、援助、解釈」といった名詞とともに、また「霊的に」という副詞も、

「恵まれる、強められる、励ます、下がる、落ち込む」といった動詞や、「深

い、浅い」といった形容詞との組み合わせで用いられてきた。「霊的とは何か」

と問われれば、「物質的の反意語である」とか、「信仰的／信仰上」とか「神

が与えてくださるもの」や「神に関わるもの」「クリスチャン生活に関わるも

の」などの説明ができそうであるが、何か曖昧さを拭えない感がある。 

加えて近年、「霊性」(spirituality）という言葉も繁く使われるようになり、

この語をもって語られる事柄に大きな関心が寄せられている。それもキリス

ト教会内部だけではない。医療の世界で「霊的」健康が問題になったり、ス

ピリチュアル・ケアーが奨められたりしている １。人生の目的や意義を探求

し、愛や正義を希求し、究極的、絶対的存在に畏怖の念を抱く宗教心一般を、

                                                             
１ 世界保健機関（WHO）の 1998 年の総会で、「健康」の定義に肉体的、精神的、

社会的ということに加えて「霊的」という語を加えるようにとの提案がなされた。

そこには、肉体や精神、社会的関わりばかりでなく、人間にはそれらを越えた何

かがあるという認識がある。イスラム諸国の代表から出されたこの提案は結局採

択されなかったが、霊的ケアの必要性の認識は医療の現場に広がっている。 
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宗教学者は「霊性」という言葉で表現している ２。それぞれの宗教に固有な

体験、敬虔、礼拝や宗教生活全般を「仏教の霊性」「キリスト教の霊性」など

と表現することもある。鈴木大拙の「日本的霊性」のように、「霊性」を民族

と結び付ける場合もある ３。若者たちの間に見られる超常現象や「霊界」に

対する関心に言及して、「スピリチュアリティ」が語られることもある ４。 

キリスト教内では、カトリック教会の「霊性」に対する新たな関心が見出

される。第二バチカン公会議以降、長い歴史を持つ修道制の中で培われてき

た「観想」や「修練」を ５、新しく見直そうとする努力が積まれてきている
６。プロテスタント史では、敬虔主義やピューリタニズム、メソジスト運動

など、様々な流れをたどることができる。「敬虔、改革、自己訓練、聖潔（き

よめ)、キリスト者の完全、献身、神との交わり、聖霊による歩み、聖霊の満

たし、聖霊のバプテスマ」といった、神に従って生きようとするキリスト者

の歩みの総体が「霊性」という言葉で表現されて来たように思われる。 

このような状況にあって、「霊的」とか「霊性」といった事柄について聖

書の示すところを確認することは、聖書に立脚するキリスト者にとって重要

な課題である。この小論の目的は、その課題を果たすために、このテーマの

新約神学的素描を試みることにある。 

 

Ⅰ．「霊」なるもの 

 

「霊性」を論じるとすれば、先ず「霊」について語らなければならない。

新約聖書における「霊」は何よりも先ず、人間の霊ではなく神の霊である。

「霊」が指示するところのものは概ね聖霊である。神は霊である（ヨハネ 4：

24）。そして神の霊は罪人を新生させ（ヨハネ 3：5－8、6：63、ガラテヤ 4：

                                                             
２ 例えば、伊東雅之『現代社会とスピリチャアリティ』（渓水社、2002 年） 
３ 鈴木大拙『日本的霊性』（大東出版社、1944 年；岩波書店、1972 年） 
４ 島薗進『精神世界のゆくえ』（東京堂出版、1996 年） 
５ 例えば、イグナチオ・デ・ロヨラ『霊操』（岩波書店、1995 年） 
６ 百瀬文晃・佐久間勤共編『キリスト教の神学と霊性、今日どのように信仰を生 

きるか』（サンパウロ、1999 年） 
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29、テトス 3：5)、救われた者に内住する（ローマ 8：9－11、 I コリント 3：

16、ヤコブ 4：5)。そこに生じる諸々の現実こそが新約聖書の示す霊性であ

ると言えようが、その具体的な内容は後述する。 

第二に、人間の霊がある。神によって造られた人間もまた「霊」を有する。

イエスは十字架上で「父よ。わが霊を御手にゆだねます」と祈り、自身の「霊

を去らせた／お渡しになった」(ルカ 23：46 とマタイ 27：50 の直訳、ヨハネ

19：30)。ステパノもイエスに向かい「私の霊をお受けください」と祈る（使

徒 7：59)。ヤイロの娘は「霊が戻って」来て蘇生した（ルカ 8：55）。死んだ

聖徒たちは「全うされた義人たちの霊」と呼ばれている（ヘブル 12：23)。 

人間の「霊」は体（ I コリント 7：34)、魂（ヘブル 4：12)、そして魂と

体両方との組み合わせで語られる（I テサロニケ 5：23)。「霊なしのからだは

死んだものである｣と言われ（ヤコブ 2：26 の直訳）、心に安らぎを与えるこ

とが、霊を安心させる／生き返らせると表現されている（I コリント 16：18、

II コリント 7：13)。 

エイレーナイオスは、霊を失い魂と身体しか持たない未信者と違い、信者

は聖霊によって霊も与えられているとしたが（『異端駁論』II.33.5.)、霊は信

者、未信者を問わず人の内に存在している。パウロはイエスを拒む者たちを

「鈍い霊」と表現しているし（ローマ 11：8)、上述の個所の内の幾つか（ル

カ 8：55、ヘブル 4：12、ヤコブ 2：26）において言及されている霊は、人間

一般に当てはまることとして語られていると思われるからである。したがっ

て、創造論的な視点から人の内にある「霊の渇き」といったものを推論する

ことができようが、それだからといって、新約聖書は人間一般の「霊性」に

ついて積極的に語ろうとしているとは言えない。 

第三に、神の霊でも人間の霊でもない「霊」が存在する。御使いが「仕え

る霊」と言われているヘブル 1：14 を除けば、それはすべて「汚れた霊」や

「悪霊」である ７。「口をきけなくする霊」「病の霊」「占いの霊」「惑わす霊」

                                                             
７ マタイ 10：1、12：43、マルコ 1：23、3：11、ルカ 7：21、8：2 等、共観 

福音書に多く、使徒の働きや黙示録も含めると三十数回言及されている。
さらに dai,mwn、daimoni,on、daimonizo,menon といった語でも「悪霊」や「悪霊
につかれた者」の存在が語られている。 
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も悪の霊である。パウロによれば、キリスト者は「不従順の子らの中に働い

ている霊」から解放され、「天にいるもろもろの悪霊」との戦いに召された者

たちである（エペソ 2：2、6：12)。 

それゆえキリスト者は「霊」を判別しなければならない。パウロは「異な

った霊」や偽りの預言の霊を警戒するようにと促し、「霊を見分ける力」を聖

霊の賜物に加えている（ II コリント 11：4、 II テサロニケ 2：2、 I コリ

ント 12：10)。キリストに栄光を帰すこと（ヨハネ 16：14)、聖霊が与えた神

の啓示の言葉に合致していること（ヨハネ 14：26、15：26、16：13)、キリ

ストの受肉を告白すること（ I ヨハネ 4：1-3)、信仰の共同体による教えと

調和することが（同 4：6)、真理の御霊と偽りの霊を区別する手掛かりとな

る。 

 

Ⅱ．キリスト者の「霊性」 

 

１）キリスト者の霊 

新約聖書はキリスト者の霊に若干言及している。パウロの 4 つの書簡は

「主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊と共にあるように」という

祈りで終わる（ガラテヤ 6：18、ピリピ 4：23、II テモテ 4：22、ピレモン

25)。肉体と霊を二元論的に対峙させるのではないが、確かにキリスト者の思

いや行動を司る霊の状態は重要である。それは「霊に燃え、主に仕えなさい」

という勧めや、アポロが「霊に燃えて」いたという描写からも明らかである

（ローマ 12：11、使徒 18：25)。これらの個所における「霊」は神の霊であ

る可能性もあるが ８、その場合でも、キリスト者の霊は聖霊が働く場として

重要である。 

しかし、聖霊が内住するキリスト者の霊は、それだけで既に「霊的」で、

すぐれた「霊性」を有しているわけではない。｢霊」はきよいから、汚れた「か

らだ」から離脱すべしと命じられてもない。確かに、からだにある「罪の律

                                                             
８ EDNT 1：99－100；Douglas J. Moo, The Epistle to the Romans. (Grand Rapids:  

Eerdmans, 1996) p. 778 参照。 
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法」がキリスト者をも虜にしているので、「だれがこの死の、からだから、私

を救い出してくれるのでしょうか」と嘆きの声を上げるし（ローマ 7：23-24)、

罪の道具として利用されるからだは「死ぬべきからだ」であるから、｢御霊に

よって、からだの行いを殺」すことが課題となる（ローマ 8：11、13)。けれ

ども、からだが「霊」に比べて特別に汚れているのではなく、私たちの霊自

体がきよめられなければならない ９。そこでパウロは、「いっさいの霊肉の汚

れから自分をきよめ・・・ようではありませんか」と勧めるのである（II コ

リント 7：1)１０。このようにキリスト者の霊は重要であるが、その霊が真に

「霊的」であるのは、あくまでも聖霊の働きによることである。 

 

２）「御霊の人」としてのキリスト者 

パウロはキリスト者を「霊的（pneumatiko,j)」と形容する。聖霊によって再

生していない者は神の御霊に関わることを受け入れることも悟ることもでき

                                                             
９ パウロは、不品行を悔い改めない者たちをサタンに渡したのは「彼の肉が滅ぼ 

されるためですが、それによって彼の霊が主の日に救われるためです」と書い

ている（ I コリント 5：5 )。これは、せめて霊だけでも救われるようにという

意味ではない。教会戒規に処せられることで肉の性質がきよめられ、聖霊によ

って生かされるようになった人が救いに与るということである（Gordon D. Fee, 
The First Epistle to the Corinthians (Eerdmans, 1987)  208-213 参照)。また、｢(死
者が）肉体においては人間としてさばきを受けるが、霊においては神によって

生きるためでした」という言葉（ I ペテロ 4：6）は、肉体と違って霊はきよ

いので救われると教えているわけではない。先に死んだ信者たちの肉体は、人

に課せられた罪の結果としての死を刑罰として受けることになったが、霊にお

いては生かされている、という意味である。 
１０ パウロが３回言及している「内なる人（ò e;sw a;nqrwpoj）は、聖霊の影響下に 

ある霊を意味しているのではないか。「神の律法を喜んでいる」「内なる人」は、

御霊によって強められる必要がある（ローマ 7：22－23a、エペソ 3：16)。「外

なる人が衰えても」失望しないのは、内なる人が日々新しくされるからである

( II コリント 4：16)。パウロは「キリスト者の霊／霊性が強められる／新たに

される」と表現してもよかったのであろうが、それを「内なる人」と表現する

ことで、霊とからだの二元論的理解を避け、聖霊によって絶えず新しくされる

霊において生きるキリスト者の存在をトータルに示そうとしているように思

われる。 
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ないのに対し、キリスト者は「御霊の人／御霊に属する人（［ò］pneumatiko,j)」

であるゆえ、「すべてのことをわきまえ｣、神の「奥義｣(I コリント 2：7）を

理解することができると教えている（同 2：14－15)。 

しかし、コリントの信者に対してパウロは「御霊の人」に対するように話

すことができず、「肉に属する人（sarki,noioj)」、霊的に未熟な「幼子」に対

するように話さなければならなかったと回想し、それが今も変わっていない

と嘆いている（同 3：1－3)。それは、彼らがねたみや争いをもって「ただの

人のように（kata. a;nqrwpon）歩んでいる」からである。このように「御霊の

人」であっても、非キリスト者と同じ原理に従って生きるなら 「肉に属して

いる（sarkikoi, )」ことになる。「御霊の人」はまた、コリント教会において御

霊の賜物を有する人たちの自称でもあった（同 14：37)。パウロは彼らの自

負心を逆手に取って、それならば自分の書いていることが「主の命令」であ

ることが認められるはずだと迫っている。それは御霊の賜物が与えられてい

る「御霊の人」が教会の徳を高めず、かえって混乱をもたらしていたからで

ある。 

このように「御霊の人」をめぐってパウロが書いていることからも、聖霊

をいただいている「御霊の人」が真に霊的であるとは限らないことがわかる。

それゆえ、彼がガラテヤの信者を「御霊の人」と呼ぶのも、彼らが肉の欲に

従わずに御霊によって歩むよう勧めた上でのことである（ガラテヤ 5：16－

6：1)。 

 

３）聖霊の生みだす資質 

聖霊は罪人を新生させ、新生した者に内住される（ローマ 8：9、11、I コ

リント 3：16、 II コリント 1：22、ヤコブ 4：5)。同時に、御霊の内住をい

ただいた者は聖霊の中にいる(ローマ 8：9)。しかし、いつでも聖霊に従って

いるとは限らず、肉に留まりやすい。そこでパウロは、肉に従わなければな

らない負い目はないと宣言し（ローマ8：12)、「御霊によって歩みなさい」「御

霊に満たされなさい」(ガラテヤ 5：16、エペソ 5：18）と命じるのである。

この命令に従い続ける者の内に、聖霊は新しい人格的資質を生み出される。 

その資質は、何よりも先ず「愛（avga,ph)」である。御霊の賜物が豊かに与
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えられていながら「肉に属する人」であったコリントのキリスト者に対し、

パウロは「愛」を強調している（ I コリント 13 章)。自分に愛がなければ豊

かな賜物も「やかましいどらや、うるさいシンバル」と変わらず、（私には）

何の値打ちもない（ouvqe,n eivmi）と書いている。持ち物や生命を犠牲にしても、

愛がなければ何の益もないと言い切っている（1－3 節)。その上でパウロは、

愛がどのように働くかを語る（4－7 節)。その根本にあるものは自分の益で

はなく他の人の益を図ることであり、それゆえにまた、忍耐深く礼儀正しく

あること、信仰や希望に満ちていること、妬みやプライドや高慢、復讐心か

ら解放されていることなどの具体例が挙げられる。 

ガラテヤ 5：22－23 に記された「御霊の実」もまた、愛を中心としている。

「実（単数形のò karpo.j)」はまず「愛」であり １１ 、その特徴がさらに 8 つ

の名詞で表わされているが、その内容は I コリント 13 章の愛の働きとかな

り重なっている。「喜び、寛容、親切｣は用語自体が対応（sugcai,reiとcara.、 

makroqumei/とmakroqumi,a、 crhsteu,etai とcrhsto,thj）、「平和」「善意、誠実、柔

和、自制」といった実は、「礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、

怒らず、人のした悪を思わず、不正を喜ばずに真理を喜」ぶといったことと

内容的に重なる。どちらかと言えば、「自慢せず、高慢に」ならないとか、「す

べてを信じ、すべてを期待」するといったことを挙げる I コリントのリスト

の方がより包括的であるが、中心にあるものは確かに共通している １２。 

これらのリストには欠けているが、謙遜（tapeinofrosu,vnh）もまた重要な

実である。パウロは、教会の一致を推進するために必要なものとして、まず

謙遜を挙げている（エペソ 4：2－3)。謙遜に教会の一致の鍵があるとし、そ

の模範としてキリストを見るよう訴えている（ピリピ 2：1－11）。見せかけ

                                                             
１１ パウロは、｢愛は律法を全う」するとし、｢他の人を愛する者は、律法を完全 

に守っている」とする（ローマ 13：8、10。また、すべての徳を結び合わせる

ものとしての愛を語る（コロサイ 3：14）。このようにキリスト者の品性と行動

において「愛」は抜きん出ている。 
１２ ルカ 10：21、使徒 11：24、ローマ 14：17、15：13、30、 II コリント 4：13、 

コロサイ 1：8、 I テサロニケ 1：6、 II テモテ 1：7 にも愛、喜び、信仰、希

望などの実が語られている。 
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だけの謙遜のあることを弁えた上で「深い同情心、慈愛……柔和、寛容」と

ともに謙遜を身に着けるようにと励ましている（コロサイ 2：23、3：12)。

ペテロもまた、箴言 3：34 に基づいて「互いに謙遜を身に着け」るよう命じ、

しもべたち、妻たち、夫たちに対する勧めの結びでは、同情、兄弟愛、憐れ

み深さ等とともに、謙遜であることを求めている（ I ペテロ 5：5、3：8)。 

聖霊によって生み出される「霊性」の特徴は、それに対立する「肉」の働

き（ローマ 8：4－6、ガラテヤ 5：16－18）からも推量られる。コリントの

教会に見出された「肉」としては、ねたみや争い、党派心、義母を妻とする

ような不品行、さらには、兄弟を躓かせても意に介さないとか、他の人を顧

みないとか、見下すとか、教会全体の益を図らず好き勝手に賜物を用いると

いった、利己的な態度があった（ I コリント 1：10－12、3：3、5：1、8：9

－13、9：23－33、11：17－22、12：21、14；4－19、26-33)。このような肉

は他の教会に宛てられた書簡でも取り上げられてれている。中でも目を引く

のは、愛の欠けた自己中心的態度（エペソ 4：31、ピリピ 2：3－4)、貪欲（エ

ペソ 5：3、5、コロサイ 3：5、 I テサロニケ 4：6、 I ヨハネ 2：16 等）、欺

きや虚偽、不正（コロサイ 3：9、 I テモテ 3：8、ヤコブ 5：1－6 等、cf．

使徒 5：1-11）、偏見や差別（ I テモテ 5：21、ヤコブ 2：1－9、3：17）、性

的不道徳（ローマ 13：13、エペソ 4：19、5：3、 I テサロニケ 4：3－7、ヘ

ブル 13：4）である。ガラテヤ 5 章の肉の行いのリストでは、欲望（特に性

的な欲求）が抑制できない状態や偶像礼拝と共に、敵意、党派心、分裂とい

った人間関係を損なうものが挙げられている。真の霊性とはこうした肉に支

配されず聖霊によって生きることに他ならない（ローマ 8：12－13、ガラテ

ヤ 5：25、6：8、 I ペテロ 2：11)。 

 

４）聖霊による教導への服従 

聖霊は肉を克服させ愛のある人格を形成するばかりでない。そもそも神ご

自身に対する姿勢を変える。御霊によって神を「アバ、父」と呼び、親しい

交わりに進むともに（ガラテヤ 4：6、ローマ 8：14－16）、神の導きに従っ

て生きることも、「霊性」の特徴である。 

聖霊は「啓示の御霊」である。神のみこころは「すべてのことを探り、神
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の深みにまで及ばれる」御霊のみが知っている。その御霊を受けて、人は十

字架の福音を理解する（ I コリント 2：10－12)。神の啓示に眼が開かれた者

は、さらに「神を知るための知恵と啓示の御霊を」祈り求めていく（エペソ

1：17)。このように御霊は福音の奥義を知らしめるゆえ、「宣教の御霊」でも

ある。主イエスは弟子たちを伝道に遣わす際、語るのは彼らの内にある聖霊

であると教えた（マタイ 10：20、ルカ 12：12)。パウロの宣教も「御霊と御

力の現われ」で、神の恵みを説くには「御霊に教えられたことばを用い」な

ければならなかった（ I コリント 2：4、13)。さらに、聖霊は「知恵の御霊」

でもある。御霊に満たされた者たちには知恵があった。寡婦たちの配給を使

徒たちに代わって任された者たちが好例である。そのひとり、ステパノの宣

教に反対者たちは対抗できなかった（使徒 6：3、5、8－10)。このような神

のみこころに対する洞察や、宣教や奉仕における知恵によっても、霊性は表

わされる。 

こうした御霊の働きに対するキリスト者の応答は「服従」である。聖霊の

導きに従うところに霊性があることを、弟子たちの宣教活動は顕著に示して

いる。コルネリオの使者を迎えたペテロは聖霊の指示に従ってカイザリアを

訪れた（使徒 10：19－20、11：12)。アンテオケの会衆は聖霊に従い、バル

ナバとサウロを宣教に派遣した（同 13：2-4)。パウロは御霊によって禁じら

れて計画を変更、マケドニアに渡った（同 16：6－10 )。彼は全行程にわたっ

て聖霊の指示を仰いでいた（同 19：21)。縄目と苦難が待ち受けていると示

されても、主の導きであれば彼は従ったのである（同 20：22－23、21：10

－14)。 

 

５）服従／従順と霊性 

新約聖書の霊性は、確かに服従を抜きにして語ることができない。キリス

ト者生活の全体が、主に従う歩みと表現することができる。 

シモンとアンデレ、ヨハネとヤコブは「私について来なさい」というイエ

スの招きに応え、網や舟、父親を残して従った（マタイ 4：18－22 par.)。ペ

テロと同郷のピリポや、カペナウムの収税所で働いていたマタイも、同じ招

きに従った（ヨハネ 1：43、マタイ 9：9)。弟子として従うことは決して容易
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なことではなく、越えなければならないハードルがあった １３。その困難さを

示すものとして、共観福音書は「金持ちの青年」の話を伝えている（マタイ

19：16－22  par.)。彼の去る姿を見送ったペテロたちは、自分たちは「何も

かも捨てて従って来た」と胸を張るが、その彼らにしても繰り返し試みに会

っている。湖上で嵐に会ってパニックに陥り、信頼の欠如を露呈する（マル

コ 4：35－41)。パンの奇蹟の後、多くの者がつまずいて離れ去った時、動揺

は十二弟子の間にも広がった(ヨハネ 6：66－69)。奇蹟から学ばず、心が閉じ

ていて、湖上を歩くイエスに驚き怪しんだこともある（マルコ 6：48－52)。

弟子たちの無理解は折々叱責されている（マルコ 7：18、8：17－18、9：19)。

ピリポ･カイザリアで、受難予告を聞いたペテロが示したの反応は、メシア王

国での栄達を目論んでいた野心を暴露してしまった（マタイ 16：13－23 par.)。

ユダは銀貨 30 枚でイエスを売るが、ペテロも大祭司の官邸で見とがめられ

イエスとの関係を否定することになった（マタイ 26：14－16、69－75)。復

活の主から新たに召命を受けた後も、ヨハネと自分を比較して、再度「あな

たは、私に従いなさい」と諭されることになった（ヨハネ 21：21－22)。驚

くべきことに、イエスの昇天の直前でもペテロは地上の王国の再興を夢見て

いたのである（使徒 1：6)。こうした弟子たちの姿を描くことで、新約聖書

は「自分の十字架を負い」イエスに従うこと（マタイ 16：24）の困難さを明

らかにしている。 

真の霊性が、父なる神と主イエスに従い続けていくところにあるという真

理は、書簡でも明らかにされている。パウロにとって、人が福音を信じると

いうことは、単に救い主を受け入れるだけでなく、神に対して従順な者とな

ることを意味していた（ローマ 1：5、16：26１４、さらに 15：18、16：19 も

                                                             
１３ ルカ 9：57-62。 特にルカは、ガリラヤ湖の漁師の場合もレビの場合も、何も 

かも捨てて（avfe,ntej ／katalipw.n pa,nta）従ったことを強調している。とりわけ

取税人である後者の場合、元の仕事に戻ることは困難であって、pa,nta と表現

したことは決して誇張ではない。 
１４ ローマ書の冒頭と結びの両方で語られている ùpakoh.n pi,stewj は「信仰がもた 

らす従順」「信仰から生れる従順」「信仰をもたらす従順」「信仰という従順」   
等、様々に解釈されてきたが、おそらく、これらのものを包括的に表現する



                                            新約聖書における霊性  

 11 

参照)。救われた者が「従順の奴隷」となること（同 6：16)、キリストに対す

る従順が完全になることを（ II コリント 10：5－6）彼は切望していた。 

その従順は、自身も主に従う指導者たちに対するものでもある。パウロは

献身的な奉仕者たちに従うよう勧めているし（ I コリント 16：15－16)、ペ

テロは、神に従っている長老たちに従うよう命じている（ I ペテロ 5：5)。

さらに、お互いの間でも、地上の為政者に対してさえも、従順であることが

求められている(エペソ 5：21、ローマ 13：1－5)。妻は夫に対して、奴隷は

主人に対して「主に従うように」従うことが勧められている(エペソ 5：22、

6：5)。 

なぜ従順が重要なのか。それはイエスご自身が従順であったからである。

神のひとり子イエスはひたすら御父に従った。御子は御父から遣わされ、御

父から聞いたとおりにさばき、御父が行なうことをみな行なった（ヨハネ 5：

19、30、7：28、29、8：26)。その従順は天の父ばかりでなく、地上の両親に

も向けられた（ルカ 2：51)１５。こうした御子の従順を、パウロはアダムの不

従順と対比して、その従順ゆえに罪人が義とされる道が開かれたとしている

（ローマ 5：19)。救いが完成する終末、｢万物が御子に従うとき、御子自身

も、ご自分に万物を従わせた方に従われ」る（ I コリント 15：28)。そのよ

うに従順な御子、十字架の死にまでも従われた方こそ、キリスト者の霊性の

模範である（ピリピ 2：5－8)。 

ペテロもまた従順を重んじている。彼が手紙を宛てたのは、キリストに対

する従順に導き入れられた者たちであり、真理に対する従順によってたまし

いを清められた者たちである（ I ペテロ 1：2１６、22)。彼らは「従順な子と

                                                                                                                                      
general genitive の用例と見る Zerwick の見解が妥当であろう（M. Zerwick,  
Biblical Greek.  trans. and adapted by J. Smith  [Rome: Biblical Institute Press, 
1963] , §36-38）。 

１５ ルカ 2：51 には h=n ùpotasso,menoj auvtoi/j とある。新改訳は「両親に仕えられた」 
と訳しているが、むしろ「両親に対して（ずっと）従われた／従順であった」

ということである。 
１６ eivj ùpakoh.n kai. r̀antismo.n ai[matoj VIhsou/ Cristou/ は「イエス・キリストの（所 

有している）従順と血の注ぎに導き入れられた」と解することもできる。 
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して｣、罪深い欲望に従うことなく、彼らを召された聖なる方にならって聖な

る者とならなければならない（同 1：14)。その方、つまり、不当な苦しみを

耐え忍び、十字架において贖罪の死を遂げられた方の足跡に従うように、奴

隷の信者をペテロは励ます（同 2：18－25)１７。御父に対する主イエスの服従

にならうところに、キリスト者の霊性が形成されるのである。 

 

６）霊性のための修練／訓練 

服従や従順は修練や訓練から生まれる。ヘブル人への手紙には「良い物と

悪い物とを見分ける感覚」が経験によって訓練される(gegmunasme,na)ことや、

神がご自身の聖さに与らせようとして課す訓練（paidei,a）を耐え忍ぶことの

大切さが語られている（5：14、12：5－13)。苦難を始め人生の様々な経験を

用いて神は霊性を育てられるので、私たちは忍耐と信頼をもって従い続ける

必要がある。パウロも、キリスト者が世と共に断罪されないために、神によ

って懲らしめられると教え、その確信のゆえに、信仰の破船に会った者たち

を戒規に処している（ I コリント 11：32、 I テモテ 1：19－20)。神の民が

「慎み深く、正しく、敬虔に生活」するよう訓練する（paideu,ousa ）のは、

神の恵みなのである（テトス 2：12)。確かに神は、愛するからこそ、キリス

ト者が熱心に悔い改めるよう「しかったり、懲らしめたりする」のである（黙

示録 3：19)。 

神ご自身による懲らしめや訓練があるだけでなく、キリスト者は自らを鍛

練することが期待されている。パウロはテモテに対し「敬虔のために自分を

鍛練しなさい（Gu,mnaze de. seauto.n)」と勧めている（ I テモテ 4：7)。鍛練と

言えば、禁欲的な自己訓練を想像し易いが、彼はむしろ、偽善的な禁欲主義

を警戒するよう文脈で述べている（同 4：1－5)。何をもって「鍛練」と考え

ているかは必ずしも明瞭ではないが、福音を忠実に伝えて、信者の模範とな

                                                             
１７ ピリピ人への手紙では、教会が一致するために必要な従順とへりくだりの模 

範であったが、ペテロの手紙第一では苦難に耐えるための励ましとなる模範で

ある。しかし、神のみこころに服したキリストの模範にならうという点で、両

者は共通している。 
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るべく己を律していくということであると思われる １８。「教えと戒めと矯正

と義の訓練のため（pro.j paidei,an th.n evn dikaiosu,nh| )」有益である」と言われ

ている聖書のことばが、そのために用いられるのであろう（ II テモテ 3：16)。 

「身を慎みなさい」という命令も自己修練の勧めである。パウロは、キリ

ストの再臨に備えるのに慎み深くしていよう（nh,fwmen）と激励し（ I テサ

ロニケ 5：6、8)、伝道者としての務めを果たすためあらゆることにおいて慎

むよう（nh/fe、 II テモテ 4：5）命じている。ペテロも、キリストの再臨を

待ち望み、終りの時が近いことを覚えて、悪魔の攻撃に備えて、身を慎むよ

う命じている（nh,yate、 I ペテロ 1：13、4：7、5：8)。パウロは「自分のか

らだを打ちたたいて従わせ」るといった激しい表現を用いているが、それも、

福音宣教という目的のために自己を制御することを述べているのであって、

自己目的化された禁欲の勧めではない。こうした一連の教えを見るとき、キ

リスト者の自己修練において、最も大切なことは、「自制」という聖霊の実で

はないかと思われる。 

 

７）苦難と霊性 

神に従うことには苦難が伴う。イエスは自ら十字架に進むとともに、弟子

たちにも十字架を負うことを求めた。そこで、メシアが苦難に会うはずがな

いと考えたペテロを、苦難の回避を説くサタンの側に立つ者として叱責した

（マタイ 16：21－24、4：1-11)。弟子たちの派遣は「狼の中に羊を送り出す

ようなもの」とし、当局による圧迫や肉親による迫害など、諸々の反対を覚

悟するよう求めた（同 10：16－23)。苦しみに会い｢義のために迫害される」

ことこそ、神が共におられることのしるしであるとしたのである（同 5：10-12)。 

実際、教会は最初から苦難に会った。拘束されたペテロとヨハネはサンヘ

ドリンで尋問され（使徒 4：1－32)、続いて他の使徒たちとともに投獄され、

鞭打たれた（同 5：17－42)。ステパノはその神殿批判がユダヤ人の怒りを買

って殉教した（同 6：8-8：3)。ペテロは危ういところで難を逃れたが、ヤコ

                                                             
１８ J. N. D. Kelly, A Commentary on the Pastoral Epistles. reprint ed. (Grand Rapids:  

Baker, 1981), p. 99. 

 14

ブはヘロデ・アグリッパ一世により死に至らしめられた（同 12：1－17)。弟

子たちは苦難を神に対する服従の結果として受け入れ、「御名のためにはず

かしめられるに値する者とされたこと」を喜んだ（同 4：19，5：29、41)。

苦難に会って、むしろ宣教は進んだのである（同 4：31、5：42、8：4、12：

24)。 

神に従う者は苦しみを避けられないということは、パウロの確信でもある。

彼は、患難が忍耐や練られた品性を生み出すと述べて、苦難が聖化において

果たす役割を認めている（ローマ 5：3－4)。それは、十字架を忍んだイエス

に目を留めるよう励ましつつ、聖化を意図して「懲らしめ（paidei,a)」を与え

る霊の父に服従するよう説くヘブル 12：1－13 の教えに通ずる。ペテロもキ

リストの苦難に言及し、「肉体において苦しみを受けた人は、罪との関わりを

断つ」と語り、人生の残りの時を欲望のためでなく、神のみこころのために

生きるよう勧めている（ I ペテロ 4：1－3)。確かに、苦難は人を神に近づけ

る（ II コリント 1：8)。苦しみにおいて人はキリストの慰めを知らされる（ II

コリント 1：4)。苦難は霊性にとって重要な意味を持っている。 

神の子とされたキリスト者は、「共同の相続人」としてキリストの栄光に

与る前に苦難を共に受け継ぐ（ローマ 8：17－18)。パウロはキリスト者の人

生全体を、キリストがたどられた道を型とする、苦難から栄光へという図式

で捉えている（II コリント 4：17、cf．ピリピ 2：5－11)。また苦難から栄光

へという展開は、自身の苦難が他の人に栄光をもたらすという意味において

も見出される。パウロは、苦しみを伴う奉仕を通して他のキリスト者に慰め

と救い、いのちがもたらされるゆえに（ II コリント 1：6、4：12)、自分の

苦しみが「あなたがたの栄光（do,xa ùmw/n)である」と語るのである（エペソ 3：

13、cf．II テモテ 2：10)18F

１９。この苦しみは偶発的ではない。パウロの苦しみ

は「キリストの苦しみの欠けたところを満たしている」(コロサイ 1：24)。す

なわち、救いの完成までにキリストのからだなる教会が満たすべき苦難があ

                                                             
１９ この言葉を「あなた方の益になる」といった一般的な意味に解消せず、「栄光」 

という言葉でパウロが普通に意味していることと読んだ方がよい。cf．Peter T. 
O'Brien, The Letter to the Ephesians (Grand Rapids: Eerdmans, 1999), pp. 251－2. 
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るので、彼の苦難はその欠けを補うものとして、教会全体に益をもたらすの

である ２０。 

聖徒たちの現在の苦難と将来の栄光は、黙示録のテーマでもある。自ら苦

難に会っているヨハネは、苦難の教会に対し、苦しみを恐れず死に至るまで

忠実であるようにと励ます（黙示録 2：8－11)。耐え忍ぶ者たちには「いの

ちの冠」が約束されている。やがてあらゆる患難から解放され、安息を得る

時が来る（同 7：9－17、21：4)。その時、神の民を苦しめた者たちは「神の

怒りのぶどう酒を飲む」ことになり、その「苦しみの煙は、永遠にまで立ち

上」ることになるのである（同 14：10－11、cf．16：10－11、18：7－20、

20：10)。 

新約聖書はイグナティオスのように、殉教を神に到達するための特別な道

として称揚していない 20F

２１。しかし、「神の国に入るには、多くの苦しみを経

なければならない」と、キリスト者に覚悟を促すのである（使徒 14：22）。 

 

８）富の放棄と霊性 

霊性と富の関係はどうか。永遠のいのちを得るために「何をしたらよいか」

と尋ねた金持ちの青年は、｢完全になりたいなら、あなたの持ち物を全部売り

払い貧しい人たちに与えなさい」というイエスの要求に応じなかった（マタ

イ 19：16－22 par.)。これに従った者は教会史において少なくないが 21F

２２、富

や所有の全的放棄をイエスがいつでも求めたわけではない。彼は、業によっ

て神の国に入ると信じていた青年にその方策の無力さを教え、律法を守って

いない現実に気づかせようとして、このような指示を与えたのである。しか

しまた、富は従うことの妨げとなり得ることも事実である。だからこそ、イ

エスは、天に宝を積むよう求め、神と富に同時に仕えることはできないと警

                                                             
２０ Murray J. Harris, Colossians & Philemon (Grand Rapids: Eerdmans, 1991), pp. 65 

－6; Peter T. O'Brien, Colossians and Philemon (Waco: Word Books, 1982), pp. 77－

81 参照 
２１ イグナティオス「ローマ人への手紙」4 章参照 
２２ たとえば、エジプトのアントニウス、ミラノのアンブロシウス、アッシジの 

フランシス、リヨンのペテルス・ヴァルド等。 
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告したのである（同 6：19－24)。パウロも「金銭を愛することが、あらゆる

悪の根」であると言い切っている 22F

２３。しかし、富は世の誘惑のひとつであっ

てすべてではない。所有の放棄が自動的に神に対する献身を実現するわけで

もない 23F

２４。実際、青年が去った後、一切を捨ててイエスに従ったはずのペテ

ロが「何がいただけるのでしょうか」と問うたこと（同 19：27）は、問題の

本質が別のところにあることを示している。 

新約聖書が一貫して強調していることは、自らの霊性の深化のための富の

放棄というより、貧者を助ける愛の行為である。施しに入り込む偽善につい

てのイエスの教え（マタイ 6：2－4)は、自分のために行う施しに対する警鐘

を鳴らしている。終りの日のさばきは、自らも忘れているような憐れみの行

為を基準として行われるのである（同 25：31－46)。騙し取ったものの返却

と貧者への施しを約束したザアカイは自分の利益を計算していない（ルカ

19：1-10)。憐れみ深い者を神は憐れみをもって扱ってくださる（マタイ 5：

7)。パウロも惜しみなく分け与えることを勧め（ローマ 12：8)、そのために

堅実に働くよう命じている（エペソ 4：28)。ヤコブも、孤児や寡婦を助ける

愛の行為を欠いた信仰の空虚さを強調しつつ、食物や着物を提供する具体的

な援助を推奨する（ヤコブ 1：26-27、2：14－17)。同様にヨハネも、困って

いる兄弟たちを助けるよう促している( I ヨハネ 3：17－18)24F

２５。 

新約聖書の教会は完璧ではなかったが 25F

２６、愛による援助を実践していた。

エルサレム教会では、富者は貧者の支援のために資産を、あくまでも自発的

                                                             
２３ I テモテ 6：10。II テモテ 4：10 で「デマスが今の世を愛し」パウロを見捨 

ててしまったと言われているのも、金銭の誘惑に屈したためかもしれない。 
２４ このことは、財産の放棄を実行した修道士たちの証するところでもある。イ 

グナチオ・デ・ロヨラ「霊操」31 頁以下参照。 
２５ この種の教えは旧約聖書でも繰り返されている（出エジプト 23：11、レビ 19： 

9－10、申命記 15：7－10、ヨブ 29：12、詩篇 37：21、箴言 31：20、イザヤ 58：

7、ゼカリヤ 7：9）。 
２６ ギリシャ語を使うユダヤ人の寡婦たちに対する配給がなぜか滞っていた（使 

徒 6：1)。 
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に提供していた（使徒 2：44－45、4：34－35、5：3－4)２７。そうした愛の実

践は、アンテオケ教会によるエルサレム教会の支援という形に発展する（同

11：27－30)。また、行く先々でパウロが支援を訴えた結果、マケドニアやア

カヤ等の教会からの醵金がエルサレムに届けられることになったのである

（ II コリント 8－9 章、ローマ 15：25－27、使徒 24：17)27F

２８。 

このように、貧しい者たちを助けるため富を捧げるところにも、霊性のあ

るべき姿を見ることができる。 

 

Ⅲ．霊性と「神のかたち」 

 

キリスト者の霊性の模範として、私たちはこれまでキリストの霊性を見てき

た。それは、キリストが「神のかたち（eivkw.n tou/ qeou/)」だからである（コロ

サイ 1：15、 II コリント 4：4)。神は目に見えないが、その栄光はキリスト

において表わされている。私たちがキリストを見るとき、神（の栄光）を見

ることができると、新約聖書は証する（ II コリント 4：6、ヨハネ 1：18、

14：9、cf. ヘブル 1：3)。 

パウロは Ordo Salutis を記す際、救いへの予定を「御子のかたちと同じ姿

（summo,rfouj th/j eivko,noj tou/ uìou/ auvtou/ )にあらかじめ定められた」と表現し

ている（ローマ 8：29)。堕罪によって損なわれた神のかたちが、御子のかた

ちと同じ姿となることによって回復する。そのことによって「御子が多くの

兄弟たちの中で長子」となるのである。そこに罪人を救う神の計画がある。 

その回復の過程をパウロは「 顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の

栄光を反映させながら（th.n do,xan kuri,ou katoptrizo,menoi)、栄光から栄光へと、

                                                             
２７財産を共有し共同生活をしていたかのように言われている使徒 2：44 は、一時 

的にクムランの共同体に見られたような生活形態をとる者たちが居たという

ことか、あるいは彼らの愛の行為をやや誇張的に表現したものであるか、いず

れかであろう。cf．I. H. Marshall, The Acts of the Apostles (Grand Rapids: Eerdans, 
1980), p. 84－85. 

２８ ガラテヤ 2：10 からすると、使徒の働きに報告されていない初期の伝道にお 
いて既に、パウロは援助活動を実行していたものと思われる。 
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主と同じかたちに姿を変えられて行」く（th.n auvth.n eivko,na metamorfou,meqa)と

表現している（ II コリント 3：18)。神の臨在のもとから退いたモーセがイ

スラエル人に語りかける際、顔を覆わなければならなかった古い契約と違い、

新しい契約においては、神の民は神との交わりの後、顔を覆う必要はない。

私たちはみな、キリストの栄光を覆い無しの顔で反映する、というのである

28F

２９。しかもこの変化は、「御霊なる主」の継続的な働きによるものである 29F

３０。 

同じ真理をパウロは、着替えの比喩によって説明している（コロサイ 3：9

－10)。「古い人｣、すなわち罪の奴隷であった時の人間性をキリスト者は脱ぎ

捨てた（avpekdusa,menoi)。そして｢新しい人」、聖霊によって支配された人間性

を着たが（evndusa,menoi)、「新しい人」は既に完全となったわけでなく、｢造り

主のかたちに似せられてますます新しくされ」て行かなければならない

（avnakainou,menon)。エペソ 4：22－24 の三つの不定形、「古い人を脱ぎ捨てる

こと（avpoqe,sqai)」「心の霊において新しくされること（avnaneou/sqai)」｢神にか

たどり造り出された新しい人を身に着るべきこと（evndu,sasqai to.n kaino.n 

a;nqrwpon to.n kata. qeo.n ktisqe,nta)」は命令ではなく、｢教えられた（evdida,cqhte)」

(21 節）結果、あるいは、内容を説明する同格の不定詞ととるべきであろう 30F

３１。

回心した者は古い人を脱ぎ捨て（アオリスト形）、新しい人を着た（アオリス

ト形）が、その上で新しくされ続けていく（現在形）。こうして「新しい人｣、

つまり神のかたちに従って新らしい人間性が創造される。神のかたちの回復

は、真の神のかたちであるキリストご自身を「学び」、キリストに聞くことに

                                                             
２９ katoptrizo,mai は鏡を意味する katoptron に由来し、「鏡の中にあるように見 

る」「鏡のように反映する」どちらの意味もあるが、ここでは後者であろう。 
３０ katoptrizo,menoi は現在分詞、metamorfou,meqa は現在形であるから、変化は継続 

的である。 
３１ H. A. W. Meyer,  Critical and Exegetical Handbook to the Epistle to the Ephesians   

(Peabody: Hendrickson, 1983), p. 474; J. R. W. Stott, The Message of Ephesians 
(Leicester: Inter-Varsity Press, 1979), pp. 180－3. なお、21 節の ei; ge ･･･ hvkou,sate

を新改訳は「ただし、ほんとうにあなたがたが・・・教えられているのならば

です」と訳しているが、動詞は直説法アオリストであるから、教えられている

事実を強調しているのであって、教えられているかどうか不明なのではない。 
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よって実現していくのである（同 4：20－21)３２。 

しかし、神のかたちの回復の完成は終末を待たなければならない。キリス

トの再臨の時、私たちはキリストに似た者となる（Iヨハネ 3：2)。それは「キ

リストのありのままの姿を見るから」である 32F

３３。「私たちの卑しいからだを、

ご自身の栄光のからだと同じ姿に変え」られるとあるのは（ピリピ 3：21)、

肉体の栄化のことであるが、キリストの栄光に与る栄化の一部と解すること

ができよう。キリスト者がやがて「天に属する方のかたちを持つ（fore,somen 

kai. th.n eivko,na tou/ evpourani,ou)」という言明も（ I コリント 15：49)、栄化の

包括的な表現と解せよう。パウロはここで「最初のアダム」と「最後のアダ

ム」を対比し、創造から終末までを展望しているから、神のかたちの回復の

完成に言及しているものと思われる。 

このように、キリスト者の霊性の形成は神のかたちの回復に他ならない。

キリストと一体とされ、キリストが私たちのうちに生きておられるからこそ、

真の霊性が生じるのである。そしてまた、他の人々の内にも「キリストが形

造られる」ために「産みの苦しみ」をするのである（ガラテヤ 4：19)。 

 

Ⅳ．三位一体の神と霊性 

 

キリスト者の霊性が、御父の計画にしたがい、聖霊によってキリストに似

                                                             
３２ キリストにならうよう私たちは繰り返し命じられている（ヨハネ 13：14－15、 

１コリント 11：1、エペソ 4；32、ピリピ 2：5－11、ヘブル 12：1－3、 I ペテ

ロ 2：18－25)。 
３３ この文章を A. A. Hoekema (Created in God's Image [Grand Rapids: Eerdmans,  

1986], p. 31）は結果ととるが、新改訳、新共同訳、口語訳、岩波訳のように理

由と解するのがよい。それが文法的にも自然であるし、神を見ることによって

神の栄光を反映するとある（ II コリント 3 章）からである。また、ヨハネが

見るのは神だとする理解もあるが（バルバロ訳、フランシスコ会訳、R. 
Schnackenburg, Die Johannesbriefe [Freiburg: Herder, 1975], p. 170)、キリストの再

臨に際してキリストを見、キリストのかたちに変えられる過程が完成し、神の

かたちを完全に回復すると理解すべきであろう。cf．I. H. Marshall, The Epistles of 
John [Grand Rapids: Eerdmans, 1978), p. 172. 
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た者と変えられ、神のかたちが回復することにあるとすれば、まさにそれは

三位一体の神の協同のみわざである。しかしながら、霊性の三位一体論的な

考察をもう少し進めなければならない。 

御父と御子の間には、如何なる者も介在できない特別な交わり、親密な交

わりがある（マタイ 11：27)。｢父よ。あなたがわたしにおられ、わたしがあ

なたにいる」と言われているように、御父と御子は相互に内住し、一体なの

である（ヨハネ 17：21)。同様に、御霊と御父の間にも深い交わりがある。「御

霊はすべてのことを探り、神の深みにまで及ばれる」( I コリント 2：10)一方、

御父も「御霊の思いが何かをよく知っておられ」る（ローマ 8：27)。さらに、

御子と御霊の間にも特別な関係がある。御子の人としての誕生も公生涯にお

ける働きと教えも、御父に対する祈りも御霊によるものである（マタイ 1：

20、3：16、4：1、ルカ 4：14、10：21、マタイ 12：28、ルカ 10：21)33F

３４。御

子の栄光は、御霊によって現わされるのである（ヨハネ 16：14)。 

神のかたちに造られた人間は、三位一体の神のこうした交わりを反映する

ことが期待されている。人は三位一体の神との交わりと、人間相互の交わり

に生きるために創造されたのである。しかし、造り主に背いた結果「主の御

顔を避けて園の木の間に身を隠」すとともに、「いちじくの葉をつづり合わせ

て、自分たちの腰のおおいを作った｣(創世記 3：7－8)。神との交わりを喪失

するとともに、人間相互の愛と信頼の関係も失うことになったのである。 

けれども、このような人間を神はお見捨てにならなかった。御子が罪責の

一切を負われたゆえに、罪人が赦され神と和解させられた（I ヨハネ 4：10、

I コリント 5：18)。しかも、御子はご自身が持っておられる御父との親しい

交わりの中に私たちを招き入れて下さった（マタイ 11：27)。再び神の子と

された私たちは、「キリストとの共同の相続人」となったのである（ローマ

8：17)。また、御霊も御父との親しい交わりに人を導かれる。御子が御父を

「アバ、父」と呼ぶその祈りを共有する者へと聖霊は変えてくださった。も

                                                             
３４ イエスがその生涯を貫いていかに聖霊に依存していたか、Gerald F. Hawthorne 

が詳しく論じている（The Presence and the Power [Dallas: Word, 1991] )。 
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とより御父ご自身、親密な交わりに罪人を迎え入れてくださる方である ３５。

それゆえ御子は、弟子たちが御父と御子の内にいるようになることを祈って

いる（ヨハネ 17：21)。このような三位一体の神との親しい交わりに、私た

ちは招き入れられたのである。 

ところで、そのような祝福を神との神秘的な合一と解することは適切でな

い。私たちはあくまでも被造物である。 II ペテロ 1：4 にある「あなたがた

が……神のご性質にあずかる者となるため（i[na……ge,nhsqe qei,aj koinwnoi. 

fu,sewj)」という言葉は、 ｢世にある欲のもたらす滅びを免れ（avpofugo,ntej th/j 

evn tw/| ko,smw| evn evpiqumi,a| fqora/j)」という表現とともに、ヘレニズムの宗教用語

であり、密儀宗教においては神との合一、グノーシス主義者の間では神性の

獲得と、理解されていたものである。また後に東方教会の神学においては、

この個所を根拠にして人間性の神化（deification）の教理が展開されることに

なるが、著者の意図は当時の人々の宗教的希求に福音が十分応え得ることを

明らかにすることであって、パウロやヨハネが聖霊による神との親密な交わ

りとして語るものの域を出るものではないと思われる 35F

３６。 

第二のアダムであるキリストにあって神との交わりを回復した者は、人と

の関係においても変えられる。ここにもまた、三位一体の神の協同の御業が

ある。御父の愛は私たちを動機づける。罪人に一方的な恵みを与える御父の

愛が、隣人を愛するよう促すのである（I ヨハネ 4：11)。また御子の愛は私

たちの模範となる（ヨハネ 13：14－15)。弟子たちの足を洗ったイエスの姿

がキリスト者の内に形成されるのである。そして、まさにそのことを実現す

                                                             
３５中東の文化においては家長が長い衣を引きずりながら走るのは恥ずべきこと 

なのに、放蕩息子の父は自ら駆け寄って、息子を招き入れた（ルカ 15：11－32）。

神が人間にしてくださったのはこのようなことである。Kenneth E. Bailey, Poet 
& Peasant and Through Peasant Eyes (Grand Rapids: Eerdmans, 1983), pp. 181－2
参照。 

３６ あるいは、読者がペテロの死後この書簡を読むことを想定していたとすれば 
（cf．II ペテロ 1：15)、終末時のキリスト者の栄化を表わすものとも解し得る

（cf．同 1：11、3：1－13)。 J. D. N. Kelly, A Commentary on the Epistles of Peter and 
Jude. reprint ed. (Grand Rapids: Baker, 1981), pp. 302－304; Richard J. Bauckham, 
Jude and 2Peter (Waco: Word, 1983), pp. 179－182 参照。 
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る方が御霊である。キリスト者はその内になお存在する肉において神に逆ら

う者となるが、御霊に明け渡し続けて行くなら、御霊の実が結ばれ、愛する

ことのできる者へと変えられるのである。こうして、私たちは共に生きる者

としての在り方を回復する。それは違いを認めつつ、しかも協力することが

できる姿である。全体の一致を求めながら、個が重んじられることである。

そのような有様が、キリスト者の形成する家庭において、教会において、社

会において実現されることによって、三位一体の神の栄光が表されていく。

そこに私たちは、キリスト者の霊性の最も大切な実体を見ることができる。

真の霊性は教会を始めとする共同体の霊性なのである。 

 

結び 

 

新約聖書の教える霊性は、キリスト者が聖霊によってキリストに似たもの

と変えられ、苦難に耐えつつ神と人に愛をもって仕えることによって、神の

栄光を反映するものとなるところにある。霊性は三位一体の神のみこころと

みわざから離れて存在するものではない。聖霊に助けられて神の恵みに応答

していくところに霊性は形成されるのである。 

 


